
１　概　　況

（１）総 括 事 項

平成２６年度　登別市下水道事業の概要

イ　建 設 改 良 事 業

　本年度は、年間有収水量が前年度に続き減少したほか、資本費の高止まりなどもあ
り、引き続き厳しい経営環境に置かれました。
　こうした中、下水道事業は、平成２６年４月１日より、地方公営企業法（昭和２７年
８月１日法律第２９２号）第２条第３項の規定に基づき、同法の財務規定等を適用する
地方公営企業に移行しました。移行初年度である平成２６年度においては、有収水量の
減少など厳しい経営環境に置かれていることを踏まえ、維持管理経費等の縮減に努める
ことはもちろん、ライフサイクルコストを低減する観点から、施設の効率的な維持管理
に資する施設整備事業を重点化するなど、公営企業としての経済性を最大限発揮し、効
率的な経営に努めました。

　年間有収水量は、公共下水道事業で前年度に比べ３４，５３０㎥減少の３，１７
５，９８８㎥、個別排水処理施設事業で前年度に比べ９７０㎥増加の１３，４７６㎥
となりました。
　また、接続戸数（浄化槽設置基数）は、公共下水道事業で前年度に比べ２３５戸増
加の１９，９８９戸、個別排水処理施設事業で前年度に比べ４基増加の６２基となり
ました。

　管渠建設費においては、中央町地区及び若山町地区の雨水浸水対策として、鉄南１
号幹線雨水管渠新設工事、若山町地区雨水管渠新設工事を実施したほか、汚水管渠に
ついては、次年度の建設改良を控え、既設管のたるみが著しい常盤町地区の汚水管渠
改良に係る実施設計などを行いました。
　また、処理場建設費においては、主要設備機器の老朽化が進んでいることから、下
水道機能の停止を未然に防止するとともに、ライフサイクルコストの最小化を図るた
め、登別市下水道長寿命化計画に基づき、水処理設備の更新工事などを実施しまし
た。

ア　業 務 状 況

ウ　施 設 の 現 況
  本年度末における施設の現況は、次のとおりです。

　・終末処理場　　若山浄化センター
　　　　　　　　　（施設構成）ポンプ棟、オキシデーションデッチ、最終沈澱池
　　　　　　　　　　　　　　　塩素混和池、汚泥処理棟、送風機棟
　・ポンプ場　　　３カ所（若草ポンプ場、幌別ポンプ場、登別ポンプ場）
　・管渠　　　　　汚水管　延長　252,333.23ｍ
　　　　　　　　　雨水管　延長　　2,851.70ｍ



エ　財 政 状 況
（収益的収支）
　収入は、営業収益６億５，４７５万２，３８５円（うち使用料収入５億７，３３４
万９，８１５円）、営業外収益１１億８，８２４万９１６円の合計１８億４，２９９
万３，３０１円となりました。
　これに対し支出は、営業費用１４億３，３８６万１，３４９円、営業外費用３億
９，５７３万６，１８９円、特別損失１，２３３万３，２５３円の合計１８億４，１
９３万７９１円となり、収支差引による当期純利益は１０６万２，５１０円となりま
した。

（資本的収支）
　収入は、企業債収入７億５，０６０万円、負担金及び分担金収入３，３８２万２，
５４４円、補助金収入３億３，３９７万８，７８９円の合計１１億１，８４０万１，
３３３円となりました。
　これに対し支出は、建設改良費５億４，８１２万２，５６２円、企業債償還金１１
億１，７３３万５，１３１円の合計１６億６，５４５万７，６９３円となり、収支差
引による不足額は、５億４，７０５万６，３６０円となりました。
　この不足額につきましては、損益勘定留保資金などで補てんしました。


